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きや，五月につつじが咲いたときなど，のんびりと自転車通勤を楽しんだ。笹島移転
後は，愛知池を回って通勤することもなくなるので，一抹の寂しさを覚える。
　名古屋校舎の周囲の環境は気に入ってはいるものの自分の仕事にとってはあまり便
利ではない。笹島移転によって自分の研究活動で不都合だったことが解消される面も
多い。日本の情報処理関連の企業は，東京をはじめとした大都市に集中しており，中
部地区も名古屋市内に多く集まっている。重要な研究大会なども東京や大阪などの大
都市で開催されることが多い。笹島校舎は新幹線に近いので，研究会の開催や学会活
動への参加など，研究活動がやりやすくなると期待されるのである。また笹島校舎か
ら遠くないところに名古屋の情報機器関連の店舗がいくつもあり，機材の調達では実
際に見に行くことが容易になり，新しい情報も得やすくなる。
　ところで，私は名古屋校舎が売却されるのがもったいなくてしかたがない。黒笹駅
からも遠くないので，いくつか活用方法があるのではないかと考える。しかし今後の
日本の人口減少を考えると，これまでのような郊外型の大学では受験者が集まりにく
いと言われており，笹島移転なくして愛大の今後はあり得ない。
　現代中国学部が開設されてから今日まで，学部の受験者数は増減を繰り返し，決し
て安泰とは言い難い状況である。しかし，受験者が減少しても定着率がよくなること
が幸いして，定員割れすることはなかった。笹島校舎移転後は，これまで以上に受験
者を集め，愛大全体を発展させたいものである。
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